
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
か
ら
、
部
長
と
な
り
改
め

て
広
報
広
聴
の
仕
事
を
再
認
識

し
、
紙
面
構
成
特
集
記
事
の
選
択

な
ど
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
只
見
地
区

地
域
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
報

告
を
は
じ
め
只
見
振
興
セ
ン
タ

ー
建
設
の
進
捗
状
況
な
ど
、
見
や

す
い
紙
面
の
作
成
を
心
が
け
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
以
前
は

少
な
か
っ
た
町
中
の
情
報
も
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

集
落
の
い
ろ
い
ろ
な
話
題
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
の
提
供
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
も
、
広
報
広
聴
部
、
部
員

共
々
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

平
成
二
十
八
年
度
只
見
地
区

地
域
づ
く
り
委
員
会
総
会
を
四

月
二
十
五
日
に
開
催
し
、
二
十

九
名
の
方
に
委
嘱
状
を
交
付
し

ま
し
た
。 

只
見
地
区
地
域
づ
く
り
委
員

会
は
、
住
民
運
動
の
き
っ
か
け

と
な
る
活
動
を
進
め
る
組
織
で

す
。
委
員
の
任
期
は
二
年
と
な

り
ま
す
。（
推
薦
区
分
に
よ
り
一

年
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。） 

 

今
年
度
も
只
見
地
区
地
域
づ
く

り
委
員
と
な
り
ま
し
た
、
五
十
嵐

和
弘
で
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
、
「
活
気
あ
ふ
れ
る
住
み
よ

い
町
づ
く
り
」
が
で
き
る
よ
う
、

振
興
セ
ン
タ
ー
や
各
委
員
の

方
々
と
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

委
員
の
活
動
を
通
し
て
、
只
見

地
区
の
方
々
と
の
多
く
の
出
会

い
や
ふ
れ
あ
い
か
ら
、
自
分
の
人

生
経
験
の
糧
と
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
方
に
は
何
か
と
お
世
話

に
な
り
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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会長 

五十嵐 辰男 

監事 

目黒 衛男・美馬 典昭  副会長 

渡部 仁一・菅家 和人 

庶務・会計 

横山 眞弓 

企画部 

部 長 五十嵐 和弘 

副部長 目黒 達矢 

目黒 衛男・上遠野 正 

渡部 公栄・新 國  誠 

馬場 新樹・五十嵐 淳 

菅家 芳美・菅家 大和  

生涯学習推進部 

部 長 赤塚 公生 

副部長 五十嵐あけみ

鈴木  尚・目黒 啓次 

菊地 政雄・新国 伸一 

五十嵐潤之助・鈴木  聖 

長谷川こづえ・美馬 典昭 

 

  

〈推進部会 年４回程度〉 

広報広聴部 

部 長 三瓶 彰治 

副部長 酒井  孝 

須佐 金子・関谷恵美子 

青田 亮一・横山 眞弓 

只見振興センター職員 

セ ン タ ー 長 梁取洋一  

生涯学習推進員 浅野リサ  

臨 時 職 員 三瓶美由紀 

 

四
月
の
役
員
改
選
で
、
再
度
会

長
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
五
十
嵐
辰
男
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

既
に
皆
様
も
ご
承
知
の
通
り
、

待
望
の
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
の

建
設
が
着
工
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
知
恵
と

意
見
を
出
し
合
っ
た
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
私
共
地
域
づ
く
り

委
員
会
と
し
て
は
、
取
り
組
ん
で

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

 

地
域
の
皆
さ
ん
、
今
後
も
更
に

一
致
団
結
し
て
、
素
晴
ら
し
い
地

域
づ
く
り
を
し
て
行
き
ま
し
ょ

う
。 

生
涯
学
習
推
進
部 

部
長 

赤
塚 

公
生 

「
生
涯
学
習
推
進
部
長
」
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
赤
塚
公
生
で

す
。
日
本
の
歴
史
の
中
で
「
只
見

町
」
が
最
も
大
き
な
存
在
感
を
示

し
た
の
は
、
昭
和
二
十
年
代
後
半

「
只
見
川
総
合
開
発
」
で
し
た
。

日
本
の
高
度
経
済
成
長
の
土
台

と
な
る
電
力
供
給
の
基
礎
を
作

っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
町
の

人
々
に
と
っ
て
心
に
残
る
歴
史

は
戊
辰
戦
争
と
河
井
継
之
助
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

十
月
十
日
に
「
長
岡
視
察
研

修
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
「
八

十
里
峠
の
向
こ
う
に
継
之
助
は

何
を
見
た
の
か
」
。
継
之
助
が
見

よ
う
と
し
た
も
の
を
、
確
か
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を

お
願
い
た
し
ま
す
。 

五
十
嵐 

和
弘 

企
画
部 

部
長 
只
見
地
区
地
域
づ
く
り
委
員
会 

五
十
嵐 

辰
男 
会
長 

発行者：只見地区地域づくり委員会 広報広聴部 

（敬称略） 

広
報
広
聴
部 

部
長 

三
瓶 

彰
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本
が
好
き
だ
。
だ
か
ら
と
言
っ

て
読
書
家
で
は
な
く
、
本
に
触
れ

て
い
る
時
間
や
空
間
が
好
き
だ
。

十
五
歳
迄
暮
ら
し
た
家
の
隣
に

ス
ポ
ー
ツ
専
門
の
新
聞
社
が
あ

っ
た
。
製
版
機
、
鉛
版
を
使
用
し

た
輪
転
機
の
動
く
音
、
イ
ン
ク
の

匂
い
、
山
積
み
の
新
聞
紙
を
載
せ

て
真
夜
中
に
連
な
り
走
っ
て
い

く
ト
ラ
ッ
ク
。
そ
ん
な
音
や
匂
い

や
光
景
が
私
のD

N
A

に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。 

こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
広
報
広

聴
部
員
に
な
っ
た
。
振
興
セ
ン
タ

ー
図
書
室
で
本
を
手
に
し
て
い

る
姿
を
見
て
選
ん
で
く
だ
さ
っ

た
よ
う
だ
。
図
書
室
に
は
話
題
の

新
刊
や
婦
人
雑
誌
も
揃
え
て
あ

る
。
只
見
線
、
田
子
倉
ダ
ム
開
発
、

「
小
説
只
見
川
」、「
梁
取
三
義
詩

集
」
等
只
見
に
深
い
繋
が
り
の
あ

る
本
も
多
数
あ
る
。 

皆
さ
ん
、
明
日
久
し
ぶ
り
に
図

書
室
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

広
報
広
聴
部 

横
山 

眞
弓 

 

六
月
十
日
（
金
）
に
入
札
が
行
わ
れ
、 

建
築
主
体
工
事
は
美
馬
建
設
㈱
が
、
電
気 

設
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
㈲
本
多
電
気
工 

事
店
が
受
注
さ
れ
、
六
月
二
十
九
日
に
は 

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

工
事
中
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

 

六
月
二
十
五
日
（
土
）
に
、
な
ん
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
の
隊
員
と
そ
の
家
族
及

び
か
ら
だ
塾
受
講
生
で
、
尾
瀬
へ
ハ
イ

キ
ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今年も好天に恵まれ、参加者約 120 名が新緑の只見を満喫しました。ハイキングの後は、毎年

恒例の只見婦人会による「とん汁サービス」や、㈱季の郷湯ら里さん提供の入湯券等が当たるお

楽しみ抽選会が行われ、楽しい１日を過ごしました。また、さんべ農園さんより”只見産こしひかり″

もご提供いただき、美味しいおにぎりも振る舞われ、只見の味覚も味わった 1日となりました！ 

 

 

 
昨年に引き続き、今年もからだ塾を開催中です。今年は昨年より 6 回増の、年間 18 回開

催します！現在、30名の方が受講中です。この機会に自分の健康の維持増進のため、あなた

も参加してみませんか？参加者随時募集中です。お気軽にお問合せください。 

 《問合せ先：只見振興センター ８２－２１４１》 

【7月以降の開催予定日】 

7/28・8/4・8/18・9/15・10/20・11/10・11/24・12/8・12/22・1/12・1/26 

2/9・2/23・3/9・3/23  ※ 午前 10時～2時間程度です 

 

 

5～6年ぶりにお手伝いさせていただきまし 

た。お天気にも恵まれ、たくさんの方々に 

ご参加いただき、子ども達から元気あふれ 

るパワーをもらいました！ 

生涯学習推進部 長谷川こづえ 

 

爽やかな新緑のなかでのハイキング。初 

めての参加でしたが、楽しくそして豚汁 

がうまかったです！皆さんも、来年はぜ 

ひ参加してみては？！ 

企画部 菅家 芳美 

 


